
島田陣屋遺跡

調査にいたる経緯

愛知県土木部道路建設課によって、新城市野田字西ノ郷地内に、野田城大橋建設に伴う

橋梁改築が計画された。この地は、旗本島田氏の陣屋跡として新城市の市指定史跡であっ

たが、平成4年9月に現状変更を行ない、橋梁改築部2，682m2を発掘調査することとなった。

本年度の調査は、愛知県土木部の委託を受け、平成4年9月から4年12月にかけて1，000m2

を発掘した。調査区は、市指定史跡の北西部を幅20m・長さ55mの規模でほぼ南北に縦断

するように設定した。調査の結果、江戸時代の島田氏の陣屋にかかわる遺構だけでなく、

弥生時代後期の竪穴住居跡や方形周溝墓などが検出され、複合遺跡であることが明らかに

なった。

調査の概要

（1）遺跡の立地

遺跡は、豊川の左岸に形成された低位段丘の末端に位置している。現在の豊川までは約

150m離れている。

遺跡の北端には土塁が東西80mにわたって残存している。西端は南に屈曲していくが、

後世の削平を受けたためか、5mほどで途切れている。この土塁は北から続く一段高い面

の南端に位置しており、土塁のすぐ南は崖状に低くなって屋敷地となる。屋敷地は、緩や

かに南に傾斜していき、低位段丘の段丘崖に至る。段丘崖には石垣が積まれ、遺跡の南端

となる。標高は、遺跡の北端で約31m、南端で26mを測る。遺跡の南端と現在水田となっ

ている沖積地面までの比高差は約3mほどである。

▲第1図遺跡の位置（S＝1／5000）
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第2図遺構配置図
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（2）基本層序

上層から①耕作土層（やや灰色がかった黒ボク層）②暗褐色土層③黒ボク層④基盤であ

る黄褐色土層（上部はよく締まった褐色土で、しだいにシルト質になり、下部は大小の礫

を含む黄褐色の砂層である）の順に堆積し、これが調査区全域に通有の基本層序である。

調査区の北部、すなわち土塁と屋敷地の間には後背湿地状の「落ち込み」があり、この

地域に耕作土層と暗褐色土層の間に黄褐色土・暗褐色土・黒ポクのブロック層が見られ、

近世の整地層（盛り土）と考えられる。また、調査区の南部では、暗褐色土層・黒ポク層

・黄褐色土層をきってしまりのない黒褐色土層が堆積しており、近世に大がかりな削平が

行われた事を示している。

（3）遺構

弥生時代

竪穴住居跡計7棟の竪穴住居跡が検出さ

れた。時期は明らかではないが、後述の方形

周溝墓にきられていることや埋土中から出土

した土器を考慮に入れると弥生時代後期と考

えてよいであろう。分布は、北の6棟と南の

単独の1棟に区分可能で、北の住居跡は建て

替えが見られる。すべて隅円方形で、規模は

総じて小さい。

方形周溝墓後世の遺構と重複しているた

め部分的にではあるが、5基の方形周溝墓が

検出された。規模が明らかになったものは、

一辺約9mと12mである。溝は垂直で深く、

しっかり掘られているが、主体部・盛り土は

削平され、検出できなかった。港内で、供献

された土器や高杯の杯部を蓋にした壺＝壺棺

か＝が出土している。いずれも弥生時代後期

の欠山期に属するものである。

弥生時代住居跡（東から）

方形周溝出土壺棺

方形周溝墓土器出土状態
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戦国時代

溝ほぼ東西方向の3本の溝が検出された。

いずれも幅5m・深さ2m前後の規模を有し、

溝というよりは、堀に近い。埋土下部より16

世紀の遺物が出土している。現時点では確定

できないが、南に屋敷地が展開する区画溝と

考えられる。3本の溝は、17世紀の遺物をわ

ずかに含むブロック層で埋められている。こ

の層は、近世の整地層と同じ構造である。

江戸時代

整地層耕作でかなり削平されてはいるが、

後背湿地状の「落ち込み」を埋める整地層（盛

り土）が認められた。この整地層の上面で、

柱穴状の掘り込みが列状に数列検出され、建

物跡の存在が想定される。調査区の南部では、

基盤を50cmほど削平した状況が確認された。

境には東西方向に溝が走っており、幕末の遺

物が大量に廃棄してあった。

井戸調査区の北東隅で、井戸が1基検出

された。やや扁平な礫を使用した石組み井戸

で、木枠が井戸底に組まれていた。

まとめ

江戸時代の島田陣屋に係わる遺構・遺物は

やや希薄の感がある。それに対し、史料に見

られない戦国期の屋敷地が想定されただけで

なく、古く弥生時代後期の集落が確認された

事は豊川中流域の歴史を考える上で特筆すべ

きであろう。平成5年度に実施する遺跡の南

半の調査の成果を加えれば、多くの事実が補

強されるものと考えられる。（都築暢也）

戦国時代溝

江戸期整地面ピット列

石組み井戸

調査区全景（北から）
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